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学習指導要領（平成29・30年度告示）に対応する単元・本時の
指導計画はどうあるべきなのだろうか。本章では、従来型の指導
計画との比較を通して、IB教育で採用されている教育の諸理論を
参考としながら、どのような点を改善・充実されたほうがよいの
かを提案 



課題１ 

学習内容・活動の後に評価規準と方法が示され、生徒の資質・能力をどの
ような評価材料・方法によって測定するのか、といった関係性が明確に示
されてこなった。とりわけ、生徒の学びに向かう力（主体性）の評価がど
のような視点でなされるのか、といった内容が見えづらかった。すなわち、
資質・能力を育てるための評価の枠組みが2番手として扱われ、第1章で触
れた逆向き設計によるデザインが十分になされていなかったのである。 

 

課題２ 

授業内でどのように資質・能力を育成していくのか、といった観点が捉え
づらかった。授業は一般的に、生徒の資質・能力を育成するために、教師
による説明や発問・問いかけ、生徒の課題作成や発表といった学習活動を
採用しながら展開されていく。ところが、こうした一連の学習活動が十分
に示されてこなかった。 

 

 



• 「逆向き設計」論はウィギンズ（G.Wiggins）とマクタイ
(J.McTighe)が提唱したカリキュラム設計の考え方である 

• IBのカリキュラムは、ウィギンズ・マクタイの考え方をベース
に設計されている。加えて、問いを通して学習者が物事の本質
を捉える思考が身につけられるよう、エリクソン（Erickson, 
H.L.）の概念型カリキュラムの考え方が採用されている。 

• 概念型学習とは、表層的な知識の理解や・技能の習得にとどま
らず、概念（コンセプト）の領域にまで迫っていく学習を指す。 



（エリクソン、2007, pp.73-74を基に筆者作成） 

 

１）事実に関する問いの例 

15-17 世紀の大航海時代を牽引した主な要因は何か。 

2)概念的な問いの例 

国家が強い経済と政治の安定を求めるのはなぜか。 

3)議論を喚起する問いの例 

経済をまわすことと安定した政治運営の両立には、国家にそれなりの
緊張が生じるものと考えるのが自然である。一方、こうした緊張は、
健全なものと言えるのか。あなたの意見・考えを述べなさい。 

 



問いとは何か 

出安斎・塩瀬（2020）より引用 

 

 

 

 

 

  問う側 問われる側 機能 

質問 答えを知っている 答えを知らない 情報を引き出すトリガー 

発問 答えを知っている 答えを知らない 考えさせるためのトリガー 

問い 答えを知らない 答えを知らない 創造的対話を促すトリ
ガー 



• 問い中心とした授業とは、すなわち、誰もが答えを知らない内
容について、教師が授業という手段を通して学習を進行し、生
徒の創造的対話を深めていく一連の教育方法であると捉えられ
る。 

•  一方、安斎・塩瀬が説明する「問い」だけでは授業は成立し
づらい。例えば、書かれている、あるいは話された内容につい
ての理解度を確認するためには「事実発問」を行う必要がある。
また、文学作品を読む際には、その作品が書かれた時代背景や
社会状況を推察させたりするために「推論発問」がなされるこ
ともある。このように教師は、生徒の理解度等を観察しながら、
発問を意図的に活用しながら授業を進めていくのが一般的。 



本質的な問いの７つの要件 

1)オープン・エンドであること（答えが1つではなく、正解か不正解かで判断でき
ない問い） 

2)色々と考えさせられ、思考を刺激されるもの 

3)分析したり、類推したり、評価したりといった高次の思考力が要求されるもの 

4)問いにより導き出される答え（アイデア）が他の場面でも活用・転用できるもの 

5)さらなる問いを生み出し、探究につながっていくもの 

6)答えに理由付けが必要になってくるもの 

7) 何度問いに立ち戻っても、思考が繰り返されるもの 

 

出典：マクタイ・ウィギンズ(2013, p.3)を基に筆者作成 
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